
方中履『切字釈疑j1叶韻」の条を読む

(1切字釈疑」第8節訳注)

富 平 美 波

1 .はじめに

本稿は、これまでの拙稿「方中履『切字釈疑j，等母配位」の条を読む(，切字釈疑」訳注 1) J 

aアジアの歴史と文化J第13輯)・「方中履『切字釈疑j，切韻当主音和」の条を読む(，切字釈

疑」訳注 2)Jaアジアの歴史と文化』第14輯)・「方中履『切字釈疑j，門法之非」の条を読む」

a山口大学文学会志』第61巻)・「方中履『切字釈疑j，字母増減」の条を読む(，切字釈疑」第4

節訳注)J(rアジアの歴史と文化』第15輯)・「方中履『切字釈疑j，真庚能備各母異状」の条を読

む(，切字釈疑」第 5節訳注)J(r山口大学文学会志』第62巻)・「方中履『切字釈疑j，睦唾上去

入」の条を読む(，切字釈疑」第6節訳注)J(rアジアの歴史と文化』第16輯)・「方中履『切字釈

疑j，発送収」の条を読む(，切字釈疑」第7節訳注)Ja山口大学文学会志』第63巻)に続き、次

の第8節「叶韻」の部分について、本文の校訂と訳注を作成し、若干のまとめを加えたものであ

る。

2 本文

第1節~第7節に引き続き、校合に使用したテキストは下記の 5種類である。

〈底本〉

1988年7月江蘇広陵古籍刻印社が線装本で影印刊行した康照年間汗青閣刻本『古今釈疑』の巻十七

(， (汗)J と略称。)

〈校合に用いたテキスト〉

①『四庫全書存目叢書J第99冊(子部)r古今釈疑j(中国科学院図書館蔵清康照汗青閤刻本影印)

の巻十七(，(存)Jと略称。)

②『続修四庫全書』第1145冊(子部)r古今釈疑j(中国科学院図書館蔵清康照十八年楊霧刻本影

印)の巻十七(，(続)J と略称。)

③ 1990年7月上海古籍出版社が道光世椅堂刊本を底本として影印刊行した『昭代叢書』の「丙

集」に収められている「切字釈疑J(， (昭)Jと略称。)
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④ 1971年5月台湾学生書局が国立中央図書館裁の旧安少本を影印刊行した『古今釈疑(原題 授書

随筆).]の巻十六 (1(授)Jと略称。)

次に、底本に従って本文を掲げ、テキスト間で本文の字句に異同がある箇所には、括弧付きの

漢数字を付し、後に異同の内容を注記する。

本文を掲載するにあたって、割注と標点に関しては、下記の方法に従った0

・底本で割注であるものは、括弧でくくって記した。

・底本には点が施されているので、下記本文もそれに従って loJを表示した。判読に苦しむ箇所

は、適宜判断した。

I 第8節「叶韻J本文

日十韻

詩騒古逸。不協沈韻。則矯古叶音。此不知古自有音。後以世改。反質古矯異耳。

如麻韻多入魚韻。不即入歌韻。此其最較也。下音戸。馬音門甫切。者音格。野音

上輿切。後人音韓震冶。乃更製壁。二土不己複乎。家音姑。買音古。茶即茶。地

志茶(一)陵。音式奪反。則一字相縛明失。車古但音居。後乃音祉平撃。雅烏一撃。

鏡歌朱鷺魚以烏。注引魚魚雅雅。古歌有街街。讃作予予。後御有涯音。車各字或亦

音還。而古但有御。離騒来御。叶日夜。其賞奮注。夜有羊茄切之音也。忍而不能

舎。叶惟霊修之故。則合亦有御音。鍾鼎文。余皆作食。故舎亦余撃。亜悪相通。

漢周亜夫。印作悪夫。悪谷侯作亜谷。項王暗唖。本作暗腰。左{専婁猪支殺。穀亦

有居音。詩不呉不敷。呉音話。呉ん人白人人民。本有話義。而古但有吾音。何承天別

創央(二)字。以矯大uc三)。量不賛乎。詩暇叶胡。牙叶居。楚僻遠遊霞叶徐。亀

策{専暇叶徐。急、就章杷叶租音樫。歴書蹄邪子終。邪音絵。聴希豊十稜日(四)杭。又

作柁。孫悟音砂嫁切。而金日碑封粍侯。音丁故切。谷永停百官盤互。師古日。互

或作牙。北史文苑停。彼此好尚。牙有異同。郭瑛用牙見。牙互合用。此魚麻之通

証也。 漢書多姐反。注音妨也。即匝。古但有迩音。日斜即日腕。天間幹維駕繋。

天極罵加。八柱何嘗。東南何筋。注加音基。此支麻之通証也。黄帝巾机(五)銘。

行持篤蛇。叶将用斧柄。蛇有竃音。楚辞化輿他叶。他在歌韻。化音説。此歌麻之

通証也。董子日。仁人也。義我也。左惇蛾析。戴記蛾子時術之。長楊賦扶服蛾伏。

皆讃矯蟻。此歌支之通証也。江夏黄童。天下無隻。黄鵠歌隻輿雄叶。降音近供。

此東江(六)之通証也。大横庚庚。余矯天王。慶音売。行音杭。此陽庚之通証也。

他如真先之通。寒山之通。皆支之通。粛尤之遇。無不皆然。其可強哉。後人漸愛。

止安其日習聞稿者。亦如今世之便周徳清。即詩遵沈孫。烏能語言語歌従之耶。必
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讃父母之母矯畝。夫婦之婦矯否。打潟頂。内第耐。卦篤佐。霊柱士市皆上撃。自

然不近情失。

E テキスト聞の異同

(ー) (授)は「茶」を「李」に作る。

(二) (昭)は「果」を「臭」に作る。(授)は「臭」を「呉Jに作る。

(三) (昭)・(授)は「υ」を「口」に作る。

(四) (昭)は「日」を「日Jに作る。

(五) (昭)は「机」を「機」に作る。

(六) (存)・(続)・(授)は「江」を「陽」に作る。

3.和訳

叶韻

『詩経』や『楚辞jや古逸詩などが沈約の韻に合わないと、古の叶音であるとみなすのは、古に

もそれ自身の音があったことを知らないからである。後に時代が変わって音が改まったために、

かえって古の音が異様に見え始めただけなのである。例えば、麻韻は多く魚韻に入っており、歌

韻に入っていない点などは、最も著しい例である。「下」字は(古には)音は「戸」であり、「馬」

は音が「門甫切jであり、「者」は音が「格」であり、「野Jは音が「上輿切」であったO 後代の

人の発音は転じて「冶」となったため、改めて別に「壁J字が作られたのであるが、字形に「土」

が二つ含まれているのが既に重複というものではないだろうか。「家」は音が「姑」であり、「貰」

は音が「古」であり、「茶」はすなわち「茶」のことである(1)0 r漢書jI地理志」で「茶陵」の

音が「式奪反」とされている (2) ことからも、もと同一の字から転じたことが明らかだ。「車」

は古は単に「居」という音があるだけだ、ったのが、後代になって「祉」の平声の音になったので

ある (3)。また、「雅Jと「烏」とは同音であった (4)0 I鏡歌」の「朱鷺」の「魚以烏」の注に

は「魚魚雅雅」が引用され (5)、古歌にある「街街」という語は「予予」と読まれる (6)。後に

「御」にも「涯」という音があるようになり、「轄」字もまた音「涯Jとされることがあった (7)

が、古にはただ「御」の音だけがあったのだ。「離騒」の「来御」は「日夜」と韻を踏んでいる

が、実は旧注では「夜」に「羊茄切」の音があるのだ (8)。また「忍而不能舎」が「惟霊修之故」

と韻を踏むので、「舎」にも「御」の音があることがわかる (9)。鍾鼎文では「余」はみな「す」

に作っている。したがって、「舎」にもまた「余」の音があるわけで、ある (10)0 I亜」と「悪」は

互いに通用する。漢の周亜夫は印では「悪夫」に作られており、また「悪谷侯Jが「亜谷」に作
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られている(11)0 I項王暗唖」を「暗蝶」に作る本がある (12)0 r左伝』の「婁務支破」の「綴」

にも「居」の音がある (13)0 r詩経Jの「不呉不敷」の「呉Jの音は「話」に読まれる。「呉」字

は「口」と「矢」の2つの要素が合体してできており、もと「話」の意味があった。しかし古に

は「吾」の音しかなかったので、何承天が別に「果」字を作り、「大」と IUJからできていると

したのである (14)。なんと余計なことではないか。『詩経』では「暇」が「胡Jと押韻し、「牙」

が「居」と押韻している (15)0 r楚辞』の「遠遊」では「霞」が「徐」と押韻している (16)0 I亀

策列伝」では「暇」が「徐」と押韻している(17)0 r急、就篇』では「杷」が「租」と押韻し「樫」

の音になっている (18)0 I歴書」の「蹄邪於終jの「邪Jは音が「徐」であり (19)、「鴨礼」の

「十稜日粍」はまた「柁」にも作られ、孫価の音は「捗嫁切」である。しかるに金日碍は「粍侯」

に封じられており、その音は「丁故切」である (20)0 r漢書』の「谷永列伝」の「百官盤互Jに

ついて、顔師古は「互」は或いは「牙」に作ると注している (21)0 r北史jI文苑伝」の「彼此

好尚。牙有異向。」は、郭瑛は「牙見」を用いており、「牙」と「互」が合用されることがわかる

(22)。これは魚韻と麻韻が通用していた証拠である。『漢書』の「多姐反」は、注に「音妨也」と

ある (23)。即ち「匝」には古にはただ「迩」の音だけがあった (24) し、「日斜」は即ち「日腕」

であった (25)0 I天間」の「幹維駕繋。天極鳶加。八柱何嘗。東南何肪。」について、注では「加」

は音が「基」だとされている (26)。これは支韻と麻韻の通用していた証拠である。黄帝の「巾

机銘」の「行持篤蛇」は「勝用斧柄」と押韻している。「蛇Jには「竃」の音があったのである

(27) 0 r楚辞』では「化」は「他」と押韻している。「他J字は歌韻に属すから「化」は音が「計七」

だ、ったのである (28)。これは歌韻と麻韻が通用していた証拠である。董子は「仁人也。義我也。」

といっており (29)、『左伝Jの「蛾析」、『戴記jの「蛾子時術之」、「長楊賦」の「扶服蛾伏Jは

みな「蛾Jを「蟻」と読んで、いる例である (30)。これは歌韻と支韻が通用していた証拠である。

「江夏黄童。天下無襲。J(31)や、「黄鵠歌」で「双」が「雄」と押韻し (32)、「降」の音が「娯」

に近い (33) ことなどは、東韻と江韻が通用していた証拠である。「大横庚庚。余矯天王。J(34) 

や、「慶」が「売」の音である (35) こと、「行Jの音が「杭」である (36) こと、これらは陽韻

と庚韻が通用していた証拠である。その他、真韻と先韻の通用、寒韻と山韻の通用、皆韻と支韻

の通用、粛韻と尤韻の通用など、みな同じでないものはない (37)。どうして無理矢理ということ

があろうか。後人は発音がだんだんに変化して、ただ日ごとに耳にしてなれているものに安んじ

ていった。すなわち、今の世の人には周徳清の韻書こそが便利であって、詩が沈約や孫悟の韻書

に従っているのなどは、じっさいの話言葉や歌などにおいて従えるわけはないのである。かなら

ず「父母」の「母」を「畝」と発音し、「夫婦jの「婦Jを「否」と発音し、「打Jを「頂Jと発

音し、「内」を「耐」と発音し、「卦」を「佐」と発音し、「蓋」・「柱J. I士」・「市Jなどをみな上

声に発音するなどは、人情にかけ離れた話なのである (38)。
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4. 注

(1) ここまでに挙げられている例字とその古音の表記に用いられている字について、中古音にお

ける地位を示しておけば、次の通りであるo r下J. r馬」・「者J. r野」・「家J. r買」・「茶」のいず

れも上古音の韻部では魚部に属す字である。

「下J 上声馬韻開口匝母二等胡雅切

去声鵡韻関口匝母二等胡駕切

「戸」 上声姥韻匝母侯古切

「馬」 上声馬韻明母三等莫下切

「門甫切J(上声姥韻明母)

「門」 平声魂韻明母莫奔切

「甫」 上声嚢韻非母方矩切

「者」 上声馬韻開口章母章也切

「格」 上声語韻徹母丑呂切

上声姥韻端母嘗古切

「野」 上声語韻禅母承輿切

上声馬韻開口以母羊者切

「上奥切J(上声語韻禅母)

「上」 上声養韻開口禅母 時掌切

去声渓韻開口禅母時亮切

「輿」 平声魚韻以母以諸切

上声語韻以母余呂切

去声御韻以母羊湖切

「冶」 上声馬韻関口以母羊者切

「壁」 上声語韻禅母承輿切

「家」 平声麻韻関口見母二等古牙切

「姑」 平声模韻見母古胡切

「買」 上声姥韻見母公戸切
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上声馬韻関口見母二等古疋切

去声鵡韻開口見母二等古詩切

「古」 上声姥韻見母公戸切

「茶」 平声模韻定母 同都切

平声麻韻開口船母食遮切

平声麻韻関口澄母二等 宅加切

「茶」 平声麻韻開口澄母二等 宅加切 (1榛Jに同じ。俗。)

(2) r漢書J巻二十八下「地理志」第八下の「長沙国jの属県に「茶陵」県がある。その注に次の

ように言うのがここの典拠ではあるまいか。

師古田、奈音ー℃奪反、又音丈加反。

ここに掲げたのは中華書局の標点本二十四史による本文であるが(同版の『漢書J冊5 p.1639)、

方中履が拠ったのは I--tJを「式」に作る本だ、ったのかもしれない。反切上字が I--tJであれば

以母、「式」であれば書母、韻母は中古音では平声麻韻開口三等となる。「丈加反Jは平声麻韻関

口二等澄母の音になる。

「釈疑」の挙例の字の中古音は下の通りである。

「茶」 平声模韻定母 同都切

平声麻韻開口船母食遮切

平声麻韻関口澄母二等 宅加切

「式者切J(平声麻韻開口書母)

「式」 入声職韻開口書母賞職切

「奪」 平声麻韻開口書母式車切

(3)挙例の中古音は次の通り。「車」も上古魚部の字である。

「車」 平声魚韻見母九魚切

平声麻韻関口昌母尺遮切

「居」 平声魚韻見母九魚切

平声之韻見母居之切

「祉平声J(平声麻韻開口昌母)

「祉」は『広韻jr集韻』には見えないが『漢語大字典』に I{正字通〉昌者切J(第三巻 p.1836) 

とある。従って中古音の枠組では上声馬韻開口昌母の音にあたり、これを平声に変えると「車」

の麻韻の音になる。
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(4)挙例の中古音は次の通り。

「雅」 上声馬韻開口疑母二等 五下切

「烏」 平声模韻影母哀都切

(5)漢代の「短篇鏡歌」十八種は、沈約撰の『宋書』の「楽志」四に見えるが、それによると、

「朱鷺Jの曲の本文は「朱鷺、魚以烏。路誓邪。鷺何食。食茄下。不之食。不以吐。将以問訴者。」

というものである。句の区切り方については他の解釈もあるが、このように切った場合、「魚」と

「烏」は恐らく並列構造のフレーズと解釈され、句末字「烏」・「邪」・「下」・「吐」・「者J(いずれ

も上古魚部の字)が押韻していると解釈できる可能性が高くなる。これについて、清の王先謙の

『漢鏡歌釈文筆正』が、次のように明の楊慎の説をヲ|いている。

楊慎日、烏叶音鵜。鵜輿雅問、韓愈詩魚魚雅雅本此。下叶音鍛、者叶音遮。

すなわち、韓愈の「元和聖徳詩」に登場する「魚魚雅雅」に継承される表現であるという解釈で、

「魚魚雅雅」は『漢語大詞典』などによると、魚やカラスが整然と列を成すように、威儀の整っ

たさまを表す語だということである。『漢語大詞典』は「魚魚雅雅」について楊慎の『升庵詩話』

の参照を促しているが、『升庵詩話』の巻九「魚魚雅雅」の条の内容は次の知くである。

古巣府朱鷺曲:i朱鷺，魚以烏，鷺何食，食茄下。Ji烏」古輿「雅」同叶，音作「雅」。蓋古

字烏也雅也，本一字也。「雅」輿「下」相叶，始得其音。「魚以雅」者，言朱鷺之威儀，魚魚

雅雅也。韓文元和聖徳詩「魚魚雅雅」之語本此。「茄」古「荷」字。

a歴代詩話続編』による)

(6) 挙例の中古音は下の通りである。

「街」 平声魚韻疑母 語居切 a広韻.]i説文日街街行見、又音牙J)

平声麻韻開口疑母二等 五加切 a広韻Jでは県名及び人名)

上声語韻疑母 魚巨切 a広韻.]i行見、楚詞云、導飛廉之街街、又音牙J)

「予」 平声魚韻以母以諸切

上声語韻以母余呂切

「街街」について、「釈疑」は「古歌」に見える用語だと言っているが、「街街」の語に関して一

般に引用される用例は『楚辞.]i九緋」に見えるものである。すなわち、宋玉の作とされる「九

排Jの第九章の半ばに

左朱雀之茨支分、右蒼龍之躍躍。属雷師之闘闘今、通飛廉之街街。

とあるのがそうで、「街街」・「躍躍Jが上古の魚部で押韻している部分だが、宋の洪興祖の補注

は、それぞれについて、

躍躍、行貌。其倶切。庚韻引此。
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街街、行貌。奮五乎切、又牛呂切、集韻音魚。

と述べている。「音魚」の 1音は、上にヲ|いた『広韻』の平声魚、韻の音に等しく、語義の上でも

合致している。「釈疑」の「音予」という表記は、この疑母の音が聡母と合流した結果であろう。

そして、この魚韻の音であれば、押韻相手字の「躍Jn広韻』平声虞韻群母「其倶切J)とも調和

するので、方中履らはこれこそが古音の姿を伝えるものと考えたのであろう。

(7)挙例の中古音は下の通りである。

「御」 去声御韻疑母牛倍切

「迂」 去声鵡韻開口疑母二等吾駕切

「轄」 去声暮韻来母洛故切

「迎える」という意味の「涯」が他に「御」や「轄」とも書かれるようになったという事実につ

いては、『集韻Jの去声鵡韻の「涯」字の条が参考になるであろう。すなわち、『集韻』巻之八、去

撃下、四十鵡に「詩」字を先頭とする 1条があって、次に見るように、所属小韻の代表字となっ

ているが、これがまた「涯」・「御JI轄」とも書かれるとされているのである。

0訪涯御轄 魚駕切。説文相迎也。引周櫨諸侯有卿訪設。或作還御轄。訪一日疑也。

(8)取り上げられているのは『楚辞jI離騒」の次の箇所である。

吾令鳳鳥飛騰今、繕之以日夜。瓢風屯其相離分、帥雲寛而来御。

句末字の「夜」と「御」が韻を踏んでおり、上古魚部の押韻である。「釈疑」が旧注と呼んでいる

出典が何なのか未詳であるが、例えば朱裏の『楚辞集注』では、下に引くように、「夜」を「羊茄

反」に読むのと、「御Jを「音涯」に読むのと、両方の叶音注がつけられている。

夜如字、或叶羊茄反。……(中略)……。御叶音還、或如字。

(9) この押韻もまた『楚辞jI離騒」のもので、注 (8)で引用した 2句よりも前の部分に現れる

が、次の箇所がそれである。

余固知春春之矯患今、忍而不能舎也。指九天以矯正今、夫唯霊惰之故也。

句末から 2字目の「舎」と「故」が上古の魚部で押韻している。朱豪の『楚辞集注jでは、下記

のように、「舎Jの読音を御韻の音(反切下字の「預」は『広韻jで去声御韻以母「羊湖切J)に

読もうとしてはいるが、声母は変えていない。

合尺夜反、叶尺預反。或音捨、非是。……。

「釈疑」のいう「御」という読音については、その出所はさだかではない。

(10)金文に見える「余」の字形には、下部の「八」を欠いた「全J(或「食J)に作るものと、
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「余」に作るものとがある。「舎j字にも、「口」の上部が「令」である形と「余」である形がある

ようで、「余j字と「口」との合体した字形であるとみなすことができるから、「舎Jが「余」を

声符とする字であるという解釈も成り立つ。ちなみに『説文解字jは逆に「余Jが「舎」の省声

(1以八舎省撃。」第二篇上「八」部)という解釈である。

(11)前漢の緯侯周勃の子、候侯 a漢書』の「表Jでは「修侯J)周亜夫の伝は、『史記』では巻

五十七の「絡侯周勃世家」に、『漢書』では巻四十の「張陳王周停第十」に見えるが、いずれも名

を「亜夫」と記している。また両書の「表」では、『史記J巻十八「高祖功臣侯者年表第六」の

「鋒J侯の条の下方の欄に、

僚六 後二年，封勃子亜夫元年。

と記す。『漢書J巻十六「高恵高后文功臣表第四Jに見える「修」侯の条では、

後三年，侯亜夫以勃子紹封，十八年、有罪，免。(注:師古日:1修讃日候。J)

と記す。いずれも表記は 15l夫」である。

次の「亜谷侯」については、『史記』巻九十三「韓信慮結列惇第三十三」に

孝景中六年，慮結孫他之，以東胡王降，封負亜谷侯。

という叙述があり、これに注釈して劉宋の斐騒の『史記集解』が次のように言っている。

徐贋日:1亜，一作『悪joJ

『史記』の「表」では、「亜谷侯」は巻十九「恵景開侯者年表第七」に見えており、表記はやはり

「亜谷」である。「以旬奴東胡王降，故燕王慮結子侯，千五百戸。Jと記されているから上記の慮結

伝に見える「亜谷侯」と同じものであることは明白である。「表」の「亜谷Jに対して、唐の司馬

貞の『史記索隠』が次のように注している。

一作「悪父J，漢表在河内。

一方、同じ事について『漢書』では、巻三十四の「韓彰英慮呉惇第四」に次のように記述されて

おり、ここでは「悪谷侯」に作られている。

孝景帝時，結孫乞人以東胡王降，封潟悪谷侯。停至曾孫，有罪，園除。

ところが『漢書』の「表」では、巻十七「景武昭宣元成功臣表第五」に「亜谷簡侯慮乞之」と記

されていて、こちらでは「亜谷侯」に作られている。

この「周亜夫Jと「亜谷侯」の表記において、「亜」と「悪」が通用している事については、宋

の王林が『野客叢書Jにおいて既に指摘している。すなわち、「名奥本停不同」の条の次の記載が

そうで、「釈疑」もこのようなものに基づいて、論を立てているのかもしれない。

有得漢周悪夫印，或疑悪非亜字，劉原父謂悪亜二字，古者通用，案史記慮結孫封悪谷侯，漢

書作亜谷侯是失。

「亜」と「悪」は上古音ではいずれも鐸部(魚部の入声)の所属字で、中古音は次の通りである。
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「亜」 去声鵡韻開口影母二等衣嫁切

「悪」 平声模韻影母哀都切

去声暮韻影母烏路切

入声鐸韻開口影母烏各切

(12) r史記』巻九十二の「准陰侯列惇第三十二」の、准陰侯韓信が漢王劉邦に語った言葉の中に

項王暗眼叱H宅，千人皆!褒，然不能任属賢将，此特匹夫之勇耳。

というくだりが見える。司馬貞の『史記索隠』には

上於金反，下烏路反。暗唖，懐怒気。

とあって、こちらは「暗唖Jに作る。方中履の当時の知識として、『史記』の表記に「暗唖」と

「暗聴Jの両方があることが知られていたのではなかろうか。なお、『漢書』の韓信伝(巻三十四

「韓彰英慮呉惇第四J)では、「項王意烏」となっている。「唖」と「蝶」は、声符から見てもやは

り上古鐸部(魚部入声)の字で、中古音は次の通りである。

「唖」 上声馬韻関口影母二等烏下切

去声鵡韻開口影母二等衣嫁切

入声陪韻開口影母二等烏格切

入声麦韻開口影母於革切

「蝶j 去声暮韻影母烏路切

(13) r春秋左氏伝』の「定公十四年」の伝に、「婁事者」と「支手段」で押韻していると見られる「野

人歌」が載っている。

衛侯篤夫人南子召宋朝、曾子挑。大子刺積献孟子湾、過宋野。野人歌之日、既定爾婁猪、童

蹄吾支破。

「菊」と「破」は上古魚部の字で中古音は次の通り。

「猪」 平声魚韻知母捗魚切

「奈良」 平声麻韻開口匝母二等 胡加切

「居」 平声之韻見母居之切

平声魚韻見母九魚切

「釈疑jは「穀」の読音を「居」としているが、「手段」は匝母の字であり、例えば宋の呉械の『韻

補』では、下記のように、同じく『左伝』の「野人之歌jを引きながらも、「暇」ゃ「霞」等と同

音の「洪孤切」としている。

0侯 洪孤切 ……。手段:家也。左氏停野人之歌日、既定爾婁務、童蹄我支手段。
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(14) ここに現れる関連字の中古音は次の通りである。

「呉」 平声模韻疑母五乎切

「吾」 平声模韻疑母五乎切

平声麻韻開口疑母二等五加切

「央」 去声鵡韻合口匝母二等胡化切 (1大口J)

「話」 去声夫韻合口匝母下快切

u集韻J去声鵡韻合口匝母二等 胡化切)

引用されている『詩経』の詩句「不呉不敷」は「周頒J1総衣」の第8句である。同様の表現が

『詩経j1魯領」の「洋水」第6章の第6句「不呉不揚」にもある。これらの「呉」字の字形・読

音に関して古来議論があったらしい。『経典釈文』は「総衣」の「不呉」について次のように言っ

ており、「釈疑」が言及する何承天の説はここに引カ亙れている。

奮如字。譜也。説文作呉、呉大言也。何承天云、呉字誤。嘗潟果、従口下大、故魚之大口者

名果、胡化反。此音恐驚俗也。音話。

また、「洋水」の「不呉」についての『釈文Jの記述は下記のようである。

不呉鄭知字。謹也。又王音誤作奥、音話、同。

なお、上記の 2条の『釈文』の本文は、通志堂本と慮文招の抱経堂本とで文中の「呉Jと「央」

の表記の校訂結果がとりどりであり、ここでは一律に院元等『十三経注疏校勘記』の主張に従っ

た。上の「総衣」篇の「不呉」の注釈において『釈文』が参照していた『説文解字』の「呉」字

の条であるが、説解の全文は次の通りで、大徐本の注では、字形を「央」、字音を「乎化切」とす

る説が、徐錯によって否定されている。

呉 姓也。亦郡也。一日、呉大言也。人人矢口。

(注)五乎切。徐錯日、大言、故矢口以出撃。詩日不呉不揚、今窮詩者改呉作果、叉音乎化

切、其謬甚失。

これらの記述から見ると、「釈疑Jの本文は前半は底本に従って「何承天別創果字」に、後半は

(昭)・(授)に従って「以矯大口」とするのが妥当なように思われる。なお、上古音では、「呉」

は魚部、「議」も魚部の所属字である。一方、「話」や「化Jは歌部(及び月部)所属字で、上古

音における出自は異なる。

(15) 1暇」・「胡J. 1牙」・「居」は全て上古音では魚部の字で、中古音は次の通りである。

If艮」 平声麻韻関口匝母二等胡加切

「胡」 平声模韻匝母戸呉切

「牙」 平声麻韻開口疑母二等五加切

「居」 平声魚韻見母九魚切
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平声之韻見母居之切

王力の『詩経韻読』に従うと、『詩経』の中で、「暇」が「胡jと押韻している箇所は、「国風」

「幽風」の「狼践」第2章にある。同章は全4句で、

狼寒其尾、載政其胡、公孫碩膚、徳音不破。

という詩句の、第 2・3・4句の句末字「胡J. 1膚Ja広韻』平声虞韻非母 甫無切、魚部)・

「暇」が押韻している。また、「牙」が「居」と押韻している箇所は、「小雅J1祈父Jの第 1章が

そうである。この章は全4句で、

祈父、予王之爪牙、胡轄予子値、廃所止居。

という詩句の、第2句の「牙Jと第4句の「居」とで押韻している。

(16) r楚辞Jの「遠遊jの中に「霞」と「徐」が押韻する部分は出てこない。「霞」と押韻するの

は「除」で、「釈疑」本文が「徐Jに作るのは、次の「亀策列伝」の押韻字に「徐」が出ることか

ら誤ったのではないだろうか。「遠遊」の中でこれらの字が押韻している部分は、全章の半ばより

前に登場する「重日Jの部分で、一連の押韻を構成する詩句は次のようである。

春秋忽其不j奄今、実久留此故居

軒鞍不可馨援今、吾将随王喬而娯戯

i食六気而飲洗濯今、激正陽而含朝霞

保神明之清澄今、精気入而麗械除

「居」・「霞」・「除」が魚部で押韻することには問題はないだろう。各字の中古音は次の通りであ

る。

「居」 平声魚韻見母九魚切

平声之韻見母居之切

「霞」 平声麻韻開口匝母二等胡加切

「除J 平声魚韻澄母直魚切

去声御韻澄母遅倍切

王力の『楚辞韻読Jでは「戯」字も魚部で押韻に参加していると見なされているが、「戯」は中古

音では支韻の音を持ち、一般には歌部の所属字と見なされている字である。

「戯」 平声支韻開口暁母三等許罵切

平声模韻暁母 荒烏切 (1古文呼字J)

去声虞韻開口暁母三等香義切

但し、朱票の『楚辞集注jでは、「戯」について「戯、音嬉、叶音虚。」と注しており、「霞」に

は「霞、叶音胡」という叶音注を付しているのであるから、朱票などは「戯Jも押韻字に含めて

考えている可能性が高い。また『集注』は「娯戯」の2字について「二字一作戯娯、非是。」と注
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しているから、句末字を「娯」とする解釈もあったらしい。

(17) r史記』の「亀策列伝」は太史公の序のみあって本文がなく格少孫が補った伝の 1つとされ

るが、「暇」と「徐」を含む押韻が現れるのは、次の部分である。

孔子聞之日。神亀知吉凶、而骨直空枯。日矯徳、而君於天下。辱於三足之烏。月篤刑而相佐。

見食於蝦募。蝿辱於鵠。騰蛇之神、而殆於即且。竹外有節理、中直空虚。松柏篤百木長。而

守門間。日辰不全、故有孤虚。黄金有抗、白玉有破。事有所疾、亦有所徐。物有所拘、亦有

所擦。岡有所数、亦有所疏。人有所貴、亦有所不如。

この段落の押韻字については、滝川亀太郎の『史記会注考証Jに次のような記述があって、

枯烏纂且間虚暇徐擦疎如韻。桃源抄云、擦、音信、数也。問、網向。敷。音朔、細也。

「枯・烏・纂・且・間・虚・破・徐・擦・疎・如」が一連の押韻であるという解釈が示されてい

る。漢代の分部と『詩経』などの上古音の分部とは少し異なるが、いま、各字の中古音と上古の

所属韻部を示せば、次の通りで、確かに全て上古魚部に所属の字である。

「枯」 平声模韻渓母苦胡切魚部

「烏」 平声模韻影母哀都切魚部

「慕J = 1膜」平声麻韻明母二等 莫震切 (1蝦膜、亦作募。J) 魚部

「且J 平声魚韻精母子魚切魚部

上声馬韻関口清母七也切

a史記正義j1即、津日反、且、則徐反、呉公也、朕如抽艇、而大黒色。J)

「間」 平声魚韻来母力居切魚部

「虚」 平声魚韻暁母朽居切魚部

平声魚韻渓母去魚切

11俣」 平声麻韻開口匝母二等胡加切魚部

「徐」 平声魚韻邪母似魚切魚部

「擦」 去声御韻見母居御切魚部

「疏J = 1疏J平声魚韻生母所葱切魚部

去声御韻生母所去切

「如」 平声魚韻日母人諸切魚部

去声御韻日母 人恕切

(18)関連する文字の中古音は次の通り。

「杷」 平声麻韻並母二等蒲巴切

去声卦韻並母傍卦切

唱
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去声鵡韻並母二等 白駕切

「租」 平声模韻精母則吾切

「擢」 平声虞韻群母其倶切

ここで挙例となっている『急就篇』であるが、ここで取り上げられているのは、同書の

種樹収数賦税租、据穫乗把挿捌杷

という部分の句末字が互いに押韻しているという事だけであるが、羅常培・周祖諜の『漢貌晋南

北朝韻部演変研究 第一分冊jの「七、個別方言材料的考査J12 急就篇」によれば (p.85)、こ

の2字は、長い一連の押韻の一部にすぎず、全体の押韻は次の13の韻字からなる。

鋤・租・杷・樗・扶・櫨・超・稔・猪・雛・駒・趨・努

うち「超」字だけが宵部の字で他は魚部、全体は魚部・宵部の合韻であるという。「租」と「杷」

を除く他の押韻字の中古音は次の通り。

「鋤」 平声魚韻崇母士魚切 (1組」に同じ。)

「樗」 = 1樟」平声魚韻徹母丑居切

「扶」 平声虞韻奉母防無切

平声虞韻非母甫無切

「騒」 平声魚韻来母力居切

「超」 平声宵韻徹母救宵切

「総」 平声虞韻以母羊朱切

「猪J 平声魚韻知母捗魚切

「雛」 平声虞韻崇母仕子切

「駒」 平声虞韻見母奉朱切

「趨」 平声虞韻清母七途切

「努」 平声虞韻初母測隅切

(19) r史記』巻二十六「歴書第四」に見える次の語句に基づくと思われる。

周裏王二十六年間三月。而春秋非之。先王之正時也、履端於始、奉正於中、蹄邪於終。履端

於始、序則不慾。奉正於中、民則不惑。蹄邪於終、事則不惇。

「蹄邪於終」の「邪」については、劉宋・装組の『史記集解』がこういっている。

邪、音除、章昭日、邪、徐分也、終、閏月也、中気在晦、則後月間在望、是其正中也。

「邪」は「徐分」の意だとする章昭の説を受けて、「邪」字が「徐」と読まれているわけであるが、

滝川の『考証jは、ここで「春秋」と呼ばれているのは『左伝』の文公元年の伝だといい、「蹄邪

於終」の「邪J字について、「左惇、邪作絵。」と注している。そこで、『春秋左氏伝Jの「文公元

年」の伝を見ると、「於是閏三月」に始まる一段が、ちょうど『史記』の記事と一致し、そこで
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「婦邪於終」の「邪」にあたる言葉が2度とも「鈴」で書かれていることがわかる。

於是閏三月、非櫨也。先王之正時也、履端於始、奉正於中、蹄徐於終。履端於始、序則不慾。

奉正於中、民則不惑。蹄飴於終、事則不惇。

「邪」字と「鈴」字はともに上古魚部の所属字で、中古音は次の通り。

「邪」 平声麻韻開口邪母似嵯切

平声麻韻開口以母以遮切

「絵J 平声魚韻以母以諸切

(20) ，花J. ，粍Jは、声符「モ」・「宅」から判断して、上古鐸部(魚部入声)の字であり、関連

する文字の中古音は次の通り。

「粍」 平声麻韻開口澄母二等 宅加切(，周種云聴種目、…、十稜日粍。J)

去声暮韻端母 嘗故切(，禾束。又豚名、在済陰。或作柁。」

『集韻』平声麻韻開口知母二等 捗加切(，数也、二梯篤粍、一日麻属。J)

「柁」 去声暮韻端母嘗故切(，粍」に同じ。)

『集韻j，普」去声暮韻端母都故切(，漢侯園名、在成武、通作柁。J)

『集韻』平声麻韻開口知母二等 捗加切(，豚名、在済陰。通作焼。J)

「捗嫁切J(去声鵡韻開口知母二等)

「捗」 入声職韻開口知母竹力切

「嫁」 去声鵡韻開口見母二等古詩切

「丁故切J(去声暮韻端母)

「丁」 平声耕韻開口知母 中室切

平声青韻開口端母嘗経切

「故」 去声暮韻見母古暮切

「釈疑」が引用する「十稜日粍」は、『儀礼』の「聴礼」末尾の、量の単位を表す語についての解

説の中に登場する。

十斗日斜、十六斗日薮、十薮日乗、二百四十斗、四乗回答、十笛日稜、十稜日粍、四百乗篤

杭

上に見たように、『広韻Jでは「柁」は「粍」の異体字とされており、義注にやはり「聴礼」が引

かれている。但し「釈疑Jが言う孫悟音「捗嫁切」の源はよくわからない。この反切では去声に

なってしまうように思われるが、『集韻』などに見るように、「柁」・「托」の麻韻系の読音は平声

である。

その次にヲ|かれている金日碍が「粍侯」に封じられた記事は、『漢書』巻六十八「塞光金日樺停

第三十八」の金日碍の本伝に見える。すなわち
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初武帝遺詔呂討葬何羅功封日碍矯柁侯

とあるのがそれで、ここに下記のような唐・顔師古の注がついており、

師古日、柁音丁故反。

「釈疑jの読音はこのあたりから既に淵源があると思われる。

(21) 1互」と「牙」の上古所属韻部と中古音は次の通り。やはり魚部の問題である。

「互」 去声暮韻匝母胡誤切魚部

「牙」 平声麻韻関口疑母二等五加切魚部

「釈疑」が引用している用例は、『漢書』巻八十五「谷永杜鄭惇第五十五jの谷永伝に現れる「百

官盤互、親疏相錯jという表現で、「釈疑」の言う通り、この部分に対する顔師古の注には、「互」

字と「牙」字の通用現象に触れた記述が現れる。

師古田、盤互、盤結而交互也。錯、間雑也。互字或作牙、言如家牙之盤曲、犬牙之相入也。

(22)引用の句は、唐・李延寿撰『北史J巻八十三、列伝第七十一、「文苑」伝の冒頭、総論の部

分に現れるものであるが、『北史』の用字は「互」に作る。

聾永明、天監之際，太和、天保之間，洛陽、江左，文雅尤盛，彼此好尚，互有異同。

『北史』では引用部分を含む一節で、主として南北の詩人の気質の違いを述べており、引用部分は

その冒頭部分にあたる。但し、「釈疑」に引カ亙れている郭瑛の出典は未詳である。

(23) 2字の中古音は次の通り。「妨」は上古脂部である。

「姐」 上声馬韻開口従母四等慈野切

「妨」 上声旨韻開口精母将九切

引用されている語句は、『漢書』巻七十九「鴻奉世惇第四十九」からのものである。

永光二年秋、臨西売多組芳種反

という記事がそれで、顔師古の注に言うところでは、

師古田、三音所廉反、又音先廉反。姐音紫。今西売尚有此姓、而多音先再反。

「釈疑」が「音妨Jに作る読音は、この「音紫J(1紫」上声紙韻関口精母 将此切)に当たるもの

であろうか。

(24) ここからは、中古の麻韻と支韻の字が、上古歌部から発している事実を取り上げる。ここの

挙例である「匝J. 1迩Jの中古音は次の通りで、「匝」の声符「也」は上古歌部の字である。

「匝」 平声支韻開口以母一℃支切

上声紙韻開口以母移爾切
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「迩J r集韻』上声紙韻関口以母演爾切(，迫」に同じ。「説文豪行也。J)

『集韻J平声支韻開口以母 余支切(，委蛇」の「虫色」に同じ)

(25) ，斜jと「嚇」の中古音は下の通り。但し、「奈川は上古魚部の字で、「施」声の字は歌部で

ある。

「斜」 平声麻韻開口以母以遮切

平声麻韻開口邪母四等似嵯切

「腕」 平声支韻開口以母 ℃支切

『集韻J平声支韻開口以母 余支切(，説文日行嚇腕也。J)

『史記』巻八十四「屈原買生列惇第二十四」の買生の伝に、「鵬鳥賦」の引用があって、その中に

「日施」という表現が現れる。

其辞日。軍関之歳今、四月孟夏。庚子日施今、服集予舎。止子坐隅、貌甚開暇。

の「日施jがそうで、劉宋・義駒の『史記集解』に、

徐贋日、施一作斜。

とあり、唐・司馬貞の『史記索隠』は、

施、音移、施、猶西斜也。漢書、作斜也。

と注している。『索隠』が指摘している通り、『漢書』巻四十八「買誼停第十八」では、次のよう

な表記で引用されており、「日施」は「日斜」と書かれている。また『史記Jに見える「分」字も

省かれている。

其僻日。軍関之歳、四月孟夏。庚子日斜、服集余舎。止子坐隅、貌甚開暇。

顔師古の注は「孟康日、日斜、日映時」であるが、清の王先謙の補注は『史記』との表記の違い

に触れて、次のように叙述している。

先謙日、史記作日施。索隠施音矢移反、猶西斜也。

なお、「鵬烏賦」は『文選』巻第十三にも載っているが、その表記は次のようになっていて、やは

り「斜」字を用いている。

其僻日。車関之歳今、四月孟夏。庚子日斜今、鵬集予舎。止子坐隅今、貌甚閑暇。

(李善注に「李奇日、日西斜時也。」とある。)

(26)挙例に現れる字の中古音は次の通り。押韻しているとされる「加」と「肪」は上古歌部の字

である。

「加」 平声麻韻関口見母二等古牙切

「基」 平声之韻見母居之切

「肪」 平声支韻合口渓母三等去矯切
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引用されている『楚辞JI天間」の一節は、

斡維罵繋。天極罵加。八柱何嘗。東南何筋。

と言う部分で、第 l字目は「幹」ではなく「斡」である。この部分は「加」と「肪」の2字だけ

で独立した押韻を形作っており、この部分の前後はまた別の押韻に属する。朱慕の『楚辞集注』

は、「加」に正に「基」という音を想定しているが、以下にヲ|いた通り、「加」と「肪」の 2字を

麻韻の音で調和させるか、止摂の音で調和させるか、どちらも可能だと見ているようである。

加，叶音基，又如字。肪如字，又叶苦家反。

(27)関連する文字の中古音は次の通り。

「蛇」 平声支韻開口以母 ℃支切

平声歌韻透母託何切

平声麻韻関口船母食遮切

「竃」 平声歌韻定母徒河切

「柄」 平声歌韻見母古俄切

引用されている黄帝の「巾机銘」は、「行持潟蛇」・「将用斧柄」という引用句から判断して、明の

鳴惟前撰『古詩紀J巻十「古逸第十 古諺」に掲載されている「太公兵法引黄帝語Jに最も合致

するようである。その本文は次のようである。

日中不琴、是謂失時、操万不割、失利之期、執斧不伐、賊人将来、滑滑不塞、終矯江河、焚

焚不救、炎炎奈何、爾葉不去、将用伐柄、震旭弗擢、行将篤蛇

6句目の「来Jに「叶陵之反」、最終句の「蛇」に「叶唐何反」と音注が施されているほか、この

詩について次のような解題がなされている。

買子書引止日中必琴、操刃必割二句、其徐見太公兵法、即漢塞文志黄帝巾機銘也。

後半は「河」・「何」・「柄J. I蛇」で押韻しているのであろう。上古歌部の押韻である。

(28)挙例に登場する字の中古音は次の通り。

「化」 去声鵡韻合口暁母呼覇切

「計tJ 平声文韻合口疑母五禾切

「他」 平声歌韻透母託何切

『楚辞』で「他」と「化Jの2字で押韻が形作られている例は、「離騒」の下記の部分である。歌

部の押韻である。

初既輿余成言今、後悔遁而有他、余既不難夫離別分、傷霊修之数化

(29)挙例に登場する字の中古音は次の通りで、どちらも上古歌部の字である。
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「義」 去声箕韻関口疑母三等宜寄切

「我J 上声寄韻疑母五可切

「董子」とは前漢の董仲箭のことであろう。引用されている声訓は恐らく『春秋繁露j1仁義法」

に現れる次のような記述に基づいているのではなかろうか。

春秋之所治，人輿我也。所以治人輿我者，仁輿義也。以仁安人，以義正我，故仁之矯言人也，

義之矯言我也，言名以別実。

(30) 1蛾」・「蟻」はともに上古歌部の字で、中古音は次の通り。

「蛾」 平声歌韻疑母五何切

上声紙韻開口疑母三等魚侍切 (1鎧」に同じ)

「蟻」 上声紙韻開口疑母三等魚僑切 (1鎧」に同じ)

「釈疑」は「蛾」と「蟻」の通用例を 3例挙げているが、まず、『春秋左氏伝』のそれは、「億公

十五年」伝の十月の記事の中に登場する次の部分である。

蛾析謂慶鄭日、室行乎。

晋-杜預の注に「蛾析、音大夫也。」とあるから、「蛾析Jは人名であるが、この「蛾」について

『経典釈文j(巻第十五「春秋左氏音義之ーJ)には次のように注釈がある。

蛾、魚締反、本或作蟻、一音五何反。

つまり、テキストによっては「蟻」に作る本があり、音は「ギ」だということである。 2番目の

例は「釈疑」は「戴記」に作っているが、引用文の内容からして『礼記jのことだと思う。すな

わち、『礼記』の「皐記」に

記日、蛾子時術之、其此之謂乎。

とあるのがそうで、鄭玄の注には次のように解説されている。

蛾、批蜂也。批蜂之子、微最耳。時術批好之所潟、其功乃復成大姪。

『経典釈文』は次のように言う(巻十三「櫨記音義之三J)。

蛾子、魚起反、注同、本或作蟻。批、音耽。蜂、音浮、爾雅云、批蜂大蟻。……。大垣、大

結反、毛詩停云蟻家也。

従ってここの「蛾」も「蟻jに作る本があり、意味上もアリのことだと解釈されているわけであ

る。 3番目の「長楊賦」は前漢・揚雄の作で、『漢書』巻八十七下「揚雄偉下jに収録されている

が、「釈疑Jに引用されているのは

皆稽穎樹領、扶服蛾伏。

の部分で、「蛾伏」の意味について顔師古の注は次のように言っている。

蛾輿蟻同。蛾伏者，言其伏如最蟻也。

『文選』巻第九に収録されている「長楊賦」の本文は、「領」を「領Jに作るほかは『漢書』と向
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文で、李善の注が、「蛾伏」に対して次のような注釈をしている。

蛾伏如蟻之伏也。蛾古蟻字。

(31) I童」と「双」の中古音は次の通りで、ともに上古東部の字である。

「童」 平声東韻定母一等徒紅切

「双」 平声江韻生母所江切

引用されている押韻例は宋・沼嘩撰『後漢書』巻八十上「文苑列惇第七十上Jの「黄香」の伝に

見える。

遂博挙経典，究精道術，能文章，京師競日「天下無隻江夏黄童」。初除郎中，元和元年，粛宗

詔香詣東観，護所未嘗見書。香後告休，及蹄京師，時千乗王冠，帝曾中山邸，乃詔香殿下，

顧謂諸王日:I此『天下無隻江夏黄童』者也。J左右莫不改観。

「釈疑」の引用とは句の順序が逆であるが、二度にわたって登場している。

(32) I双」と「雄」の中古音は次の通り。「双」は上古東部の字であるが、「雄」は蒸部の所属字

である。

「双」 平声江韻生母所江切

「雄J 平声東韻云母羽弓切

押韻例としてヲ|かれている「黄鵠歌」は『太平御覧』などの類書や『楽府詩集』などにも載って

いるが、『列女伝』巻四「魯寡陶嬰」の条に登場する歌である。収録書によって詩句に若干の異同

があるようだが、『古列女惇』の記述は次のようである(四部叢刊本による)。

陶嬰者、魯陶門之女也。少寡、養幼孤、無強見弟、紡織~産。魯人或聞其義、持求罵。嬰聞

之、恐不得免、作歌明己之不更二也。其歌日、黄鵠之早寡分、七年不隻。鶴頚濁宿分、不輿

衆向。夜半悲鳴、想、其故雄。天命早寡今、濁宿何傷。寡婦念此今、泣下敷行。鳴呼哉今、死

者不可忘。飛鳥尚然分、況子貞良。難有賢匹分、終不重行。魯人間之日、斯女不可得己。遂

不敢復求。嬰寡終身不改。君子謂陶嬰貞一而思、詩云、心之憂失、我歌且謡、此之謂也。

(33) I降」は江韻の字で、後代むしろ唐・陽韻など宕摂の音に近くなるが、本は上古冬部の字で、

冬韻や東韻三等の字と同韻部であった。なお、「娯」のような「共」声の字は、上古東部に属す

る。江韻の字には上古・東部から出ているものもあり、むしろそちらのほうが多い。

「降」 平声江韻恒母下江切

去声緯韻見母古巷切

「娯」 平声東韻匝母一等戸公切

平声東韻暁母一等呼東切
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去声送韻匝母一等胡貢切

去声送韻暁母一等呼貢切

「釈疑」が典拠とした文献は不明だが、宋・呉械の『韻補』では、「降」は「胡公切」である(巻

一「上平聾 ー東J)0 I娯」と同音と思われる。『韻補jの該当条の本文は次のようである。

降、胡公切。下也。毛詩、我心則降。屈原騒経、帝高陽之苗育分、朕皇考日伯庸、撮提貞子

孟限今、維庚寅吾以降。

明の陳第の『毛詩古音考』では「降jは「音洪Jである(巻ー)0r毛詩古音考』は少数の例外を

除いて直音を用いている。

降 音洪、宜属東前。沈約入江説、如今讃。然東方朔七諌、忠臣貞而欲諌今、議訣致而在妾。

秋草築其将賓今、微霜下而夜降。音之愛有自来失。

古音以後の音変化に触れるのが『毛詩古音考Jにしばしば見られる特色である。

(34) I庚」と「王」の中古音は次の通りで、ともに上古陽部の字である。

「庚」 平声庚韻開口見母二等古行切

「王」 平声陽韻合口云母雨方切

去声渓韻合口云母子放切

引用されている押韻例は、『史記』巻十「孝文本紀第十」の中に現れる。すなわち

代王報太后計之。猶輿未定。 ト之亀。卦兆得大横。占日 O 大横庚庚。余震天王。夏啓以光。

代王日。寡人固己潟王失。又何王。 ト人目。所謂天王者。乃天子。

というくだりに現れる、ト兆を解き明かした韻文である。「釈疑Jは初めの 2句しか引用していな

いが、恐らく全章を通じて「庚・王・光」で押韻しているのであろう。

(35)中古音の庚韻の所属字には上古の陽部から来たものが交じっており、「慶」はその一つであ

る。従って上古の韻文ではしばしば唐韻・陽韻の字と押韻する上、平声の字と押韻する傾向があ

ることでも知られている。そのため古韻の研究家によって陽韻平声の音を附されることが多かっ

た。

「慶」と「禿Jの中古音は下記の通りである。

「慶」 去声映韻関口渓母二等丘敬切

「売」 平声陽韻開口渓母去未切

宋・呉械の『韻補』の音は「嘘羊切jである(巻二「下平聾 十陽J)。しかし解説の中では、し

ばしば「音売」という直音表記を引き合いに出している。

慶 嘘羊切。賀也、福也。粛該漢書音義日、慶音売。今漢書亦有作売者。詩輿易凡慶皆首讃

如売。急就章所不侵龍未央、予嬰斉翠回慶。
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明の陳第の『毛詩古音考』は全体に直音注を用いているので、表記は「音禿」である。解説は下

記の如くで、「売」という読音に触れた部分は、『韻補Jの言うところと同じ材料を受け継いでい

ることが明らかである(巻三)。

慶 音売。粛該漢書音義日、慶音売。今漢書亦有作禿者。詩輿易凡慶皆嘗譲如売。古亦音卿、

故慶雲讃卿雲。班固白雑詩、彰皇徳分イ牟周成、永延長分膚天慶。卿亦可讃充、故楚辞大招、

諸侯畢極立九卿只、昭質既設大侯張只。

(36) ，行」は下記のように字義によっては唐韻の音(，杭」と同音)に読まれることもあるが、も

ともと上古陽部の字であり、庚韻の所属字の半ばが上古陽部から出ていることを反映して、上古

の韻文ではしばしば唐・陽韻の字と押韻する状況にある。

「行」 平声唐韻関口匝母胡郎切

平声庚韻開口匝母二等 戸庚切

去声宕韻関口匝母下浪切

去声映韻開口匝母二等下更切

「杭」 平声唐韻開口匝母胡郎切

呉械の『韻補』の音は「寒明切」である(巻二「下平撃 十陽J)。反切下字の「明」は同じ韻に

あって「諜郎切」とあるから、その音を採ったものか。解説では次のように言う。

行 歩也。五行水火金木土、穣名、雨脚進日行、行、イ克也、仇足而前也。左氏惇載夏書目、

有此糞方、今失其行、首L其紀綱、乃滅而亡。曹植夏祭賛、夏遁既衰、生此築玉、腕嬰是嘉、

政違五行。

陳第の『毛詩古音考』では「音杭」である。解説して次のように言う(巻一)。古今の音の異同に

触れているところが『毛詩古音考』らしい解説というべきである。

行 音杭。緯名、行、仇也、イ充足而前也。伏、古平撃。今有杭形雨音、古則絶無形音也。

(37)例示されているような中古の韻の所属字が共通に由来している上古の韻部としては、次のよ

うなものが考えられる。

真韻と先韻:真部・文部

寒韻と山韻:元部

皆韻と支韻:脂部

(蟹摂の二等韻と止摂の韻:支部、脂部)

粛韻と尤韻:幽部

(38)挙例の字の中古音は次の通り。ここでは、上古音と中古音の違いではなく、中古音以降の音
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変化がとらえられている。

「母J 上声厚韻明母莫厚切

「畝」 上声厚韻明母莫厚切

「婦J 上声有韻奉母房久切

「否」 上声有韻非母方久切

上声旨韻並母三等符都切

:流摂の唇音が遇摂の音に合流した現象を捉えたものか。

「打」 上声梗韻開口端母徳冷切

上声週韻関口端母都挺切

「頂」 上声迦韻開口端母都挺切

: 1打」字の特殊な読音に着目したものか。

「内j 去声隊韻合口泥母奴封切

「耐」 去声代韻泥母奴代切

:蟹摂一等合口韻の主母音が狭くなり開口韻と一致しなくなった現象を捉えたものか。

「卦」 去声卦韻合口見母古責切

「怪」 去声怪韻合口見母古壊切

: 1卦」などの佳韻の字が -1韻尾を失って皆韻と分かれた現象を示したものか。

「尽」 上声彰韻開口従母慈忍切

上声惨韻開口精母即忍切

「柱」 上声嚢韻澄母直主切

上声慶韻知母知庚切

「士」 上声止韻崇母鎧里切

「市」 上声止韻禅母時止切

:言うまでもなく全濁上声の去声化をとらえたものであろう。

5.おわりに

上古漢語時期の韻文 (1釈疑」の言う「詩騒古逸J)の押韻が中古漢語を反映する韻書 (1釈疑j

の言う「沈韻J)に合わない場合、臨時に押韻字の音を読み替えるのが「叶韻」であるが、「釈疑J
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のこの節は、それに異を唱え、韻の合わない部分こそ言語音の時代的な変化を反映しており、そ

れによって古音の姿が解明できることを主張したもので、陳第や顧炎武等と同様の立場であるが、

「釈疑」の著者の場合は、単に「叶韻」説に反対するに止まらず、上古音から中古音への変化を、

さらに下って近世音 (1釈疑」の言う「今世」の「周徳清J)にまで至る長い時代の流れの中にお

いて捉え、言語の時間的変化は不可避の現実であり、話し言葉はもちろん、詩歌等の文芸におい

ても、古韻が当時の人にとって強いられたもので、なかったのと同じように、話者がいま生きてい

る時代の音を強いられずに用いることが、自然で正しいありかただと考えているようである。こ

れはその当時としても、たいへん自由な、とらわれるところの少ない卓見であると思われる。

この節では、古音を解明する資料として、『詩経』や『楚辞』などの先秦時代の韻文は勿論、経

書や史書に見られる異文、それらの注釈に現れる音注などにわたって、多数の例を挙げており、

考証の面においても評価すべき業績のーっと言うことができょう。著者の父方以智の『通雅』を

ひもとくと、その「一 疑始 専論古築古音Jの中に「釈疑Jが挙げる資料のいくつかが見えて

いることがわかる。例えば「有呉無奥」の条に『詩経』の「不呉不敷J(注14参照)が、「暗、唖、

伊、優、曜、臆」の条に『史記Jの「項王暗I思叱陀J(注12参照)が取り上げられているなどがそ

うである。余英時氏の「方中履及其〈古今稽疑〉一政影印本所謂“黄宗義授書随筆"Ja方以智晩

節考』所収)が指摘しているように、方中履の「古今緯疑自序」の中に、次のような叙述が見え

ており、

…。余之始集古今稽疑甫弱冠耳。嘗是時、讃書開巻、遇経史穫祭制度、諸説紛翠、患之。

置之不可、遂酷噌考核。志気甚鋭。而家世蔵書、難経兵火、尚敷寓巻、足以供漁獄。

。

復覆視昔日曾譲書、先公親篤指授、 j函泳紬鐸、又未曾不悔向者之猶疎閲也。……。

家学の蓄積を基礎に、つまり生家の蔵書や父親の指導を元にして、生来の考証好きと真相を解明

せねば止まぬ探求心で精力的に考証を積み重ねていったようすがうかがえる。

それにもかかわらず、単なる考証癖に暗することなく、例えば「野」と「壁J、「茶」と「茶」

のような、音の時代的変化によって字形が派生した現象についても、これらを古音の姿を今に伝

える価値ある資料として珍重するよりも、文字使用上のむだな煩いとして批判している点などは、

著者らしい見識と言うべきであろう。
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